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研究成果の概要（和文）：アメリカ初期映画において「ドキュメンタリー」とされるジャンルがいかにしてリアリティ
を創出し、形成・発展されてきたのかを探る。世紀転換期は異文化に対する異国情緒としての強い関心が窺えると同時
に、ナショナリズム、国家意識に対する意識の高まりも示されていた。映画技術を含むテクノロジーの変革期であり、
アメリカが国力を増していく只中であり、新旧の価値観が混在する混沌の時代に相当する世紀転換期の中で、20世紀ア
メリカ大衆文化のエッセンスがどのようにして生成していったのか。同時代の時代思潮・光景を映像表現を用いていか
に「記録」することができたのか。その手法とイデオロギーの問題にまつわる考察を試みた。

研究成果の概要（英文）：This project explored how documentary and fictional works are making in the early 
stage of American film history. Even in fictional works, real incidents are often introduced, but not enou
gh to be considered nonfiction works. This tendency shows the intersection of documentary and fiction befo
re establishing genres. This project uses a combination of film studies and American cultural history to a
nalyze some ideologies in terms of cultural politics and representations of nationalism, exoticism, sexual
ity, race, or class.
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１． 研究開始当初の背景 
アメリカ初期映画において「ドキュメンタ
リー」とされるジャンルがいかにしてリアリ
ティを創出し、形成・発展されてきたのかを
探る。世紀転換期は異文化に対する異国情緒
としての強い関心が窺えると同時に、ナショ
ナリズム、国家意識に対する意識の高まりも
示されていた。映画技術を含むテクノロジー
の変革期であり、アメリカが国力を増してい
く只中であり、新旧の価値観が混在する混沌
の時代に相当する世紀転換期の中で、20世紀
アメリカ大衆文化のエッセンスがどのよう
にして生成していったのか。同時代の時代思
潮・光景を映像表現を用いていかに「記録」
することができたのか。その手法と異国情緒
などのイデオロギーの問題にまつわる考察
を試みる。 
 
２．研究の目的 
①応募者はこれまでに本科学研究費補助金
による研究課題「若手研究（Ｂ）（20720076）
「リアリティＴＶ｣時代におけるドキュメン
タリー表現の変容」（研究代表者）に携わっ
てきた。21 世紀現在における「リアリティＴ
Ｖ」と称される映像文化の最新動向を軸に、
「セルフカメラ」、「モキュメンタリー（擬似
ドキュメンタリー）」の手法などに注目する
ことにより、映像表現のみならず、広くドキ
ュメンタリー表現がいかに変容しつつある
のかを分析・検討し、ドキュメンタリーとは
何かを根本的に定義し直すことを目的とす
る試みである。リアリティを追究するために
ノン・フィクションではなく「作り物の世界」
の方が虚構との対照を一層浮き彫りにさせ
る意味においても有効であることの逆説性
について考察を重ねてきた。「セルフカメラ
によるアイデンティティ探求とモキュメン
タリーによる虚構の創出」の問題に力点を置
き、「リアリティＴＶ」を含む最新のドキュ
メンタリー表現に注目することにより見え
てきた課題は、そもそもの映像文化の発達史
の中で、いかにドキュメンタリー表現がジャ
ンルとして形成されていったのか、というジ
ャンルの歴史に対する問い直しの問題であ
る。「ドキュメンタリー（記録）映画の父」
と称されるロバート・フラハティ（Robert 
Flaherty）の代表作『極北のナヌーク（極北
の怪異）』（Nanook of the North, 1922）は、
イヌイットの一家の生活を追ったものであ
り、家族と共に現地に住み着いて撮影を行う
手法をとったことにより、後世のドキュメン
タリー作家に多大な影響を及ぼしているが、
カメラ撮影のために特別に作られた家で撮
影を行うなど、様々に演出がほどこされてい
たことはあまりにもよく知られている。今日
の「メディア・リテラシー」をめぐる議論に

おいても、情報の受け手がいかに受け取った
情報を取捨選択していくことができるかと
いう問題に焦点が当てられるが、「本物らし
さ」を演出によって追求する映像文化の発達
と共に、ドキュメンタリーというジャンルの
見方に対する約束事もまた形成されてきた
わけである。本研究課題は、最新のドキュメ
ンタリー表現について検討してきた、これま
での研究活動を活かしながら、アメリカ初期
映画に遡り、ドキュメンタリーとされるジャ
ンルがいかにして形成・発展されてきたのか
を、今日のドキュメンタリー表現に対する接
続・連関を意識しながら再検討することを主
たる目的とする。 
②本研究課題はとりわけ初期アメリカ映画
におけるドキュメンタリー表現の生成過程
に焦点を絞る。映画の黎明期においては現実
と虚構の概念が曖昧であり、初期アメリカ映
画最大の功績者であるエディソン社制作に
よる作品群からは、リュミエール兄弟同様に
「記録映画」の趣きが強い作品から、やがて
トリック・フィルムと称される手法や、『大
列車強盗』（1902）をはじめとする劇映画な
どが様々に発達していく過程を見ていくこ
とができる。ボディビル、ボクシング、闘鶏、
舞踏などを映す「記録映画」としての趣きが
強いエディソンの初期作品から、後のハリウ
ッド映画のジャンル形成に繋がってくる「西
部劇」に代表される劇映画の発達過程を探る
ことは、すでに映画史研究の主要な課題の一
つであり続けているものであり、本研究課題
においても同様の過程を踏まえるものであ
るが、本研究課題の特色として、「アメリカ
初期映画におけるドキュメンタリー表現の
要素とその可能性」の問題により一層目を向
けることにしたい。同時代の時代思潮・光景
を映像表現を用いていかに「記録」すること
ができるのか、その手法と作り手の無意識を
も含めた欲望の問題を掘り下げて考察して
みたい。1893 年のシカゴ万博、1900 年パリ
万博、1904 年セントルイス万国博覧会が相次
いで開催されているように、世紀転換期は異
文化に対する異国情緒としての強い関心が
窺えると同時に、ナショナリズム、国家意識
に対する意識の高まりも示されていた。この
時代の初期映画が「海外・異文化の珍しいも
の」として、異文化や異民族の文化風習を記
録していること、あるいは、異文化や異民族
の「珍しい」文化風習という触れ込みで作ら
れた映画の存在を確認することができる。 
具体的にはエディソン社で活躍したエド
ウィン・Ｓ・ポーター（Edwin S. Porter）
による、あるアメリカ人観光客の「ヨーロッ
パ旅行」を描いた『ヨーロッパの休暇』
（European Rest Cure, 1904)からは、アメ
リカ人がヨーロッパに対して抱く、「舶来物



としての外国文化／外国イメージ」の様子が
端的に図式化されている。ここからはアメリ
カ人観光客および観光産業への諷刺が見て
取れる。すなわち、世紀転換期における異国
情緒の関心がいかに映像文化の関心を高め、
その発展に不可欠な要素として機能してい
ったのかを探ってみたい。1930 年代以降、「人
類学映画」、「映像人類学」などと称されるド
キュメンタリー映像が隆盛し、初期ドキュメ
ンタリー映画の代表作『極北のナヌーク』
（1922）を含めて、珍しい異文化の風習を記
録し、伝達する試みに対する関心はドキュメ
ンタリー表現の可能性を飛躍的に推し進め
た。また、応募者がこれまでに関与してきた
21 世紀の「モキュメンタリー表現」の手法か
ら遡って検討するならば、「モンド映画／シ
ョックメンタリー」とも称される海外の、と
りわけ「未開」とされる異文化をおもしろお
かしく、時に衝撃を伴って紹介するジャンル
形成の中で、擬似ドキュメンタリーの手法が
発達してきたことをも参照することにより、
ドキュメンタリー発達史の黎明期に遡り、異
国情緒、ナショナリズム、植民地主義の問題
を再検討してみたい。 
一方、アメリカ国内に目を向けても、世紀
転換期は激変の時代であった。「ニューヨー
ク23番街で何が起こった」(What Happened on 
Twenty-third Street, New York City, 1901) 
は、ポーター作品の中でも初期にあたるもの
であるが、路上に設置した固定カメラは同時
代のニューヨークを通り過ぎて行く人々の
様子を克明に描き出しており、カメラの存在
に気がついてすぐに身を隠そうとする者の
姿からは、ハプニング撮影をも想起させる迫
真性を演出しえている。また、ラストシーン
にて通気孔の上に立ち、スカートが巻き上が
ることで慌てふためく女性の姿から、後年の
観客は、かの有名なマリリン・モンローの『七
年目の浮気』（The Seven Year Itch, 1955）
を想起させられるはずでもあり、物語映画と
ドキュメンタリー、ハプニング性の狭間であ
ることを目指したであろう、この映画の狙い
が実に今日的なものであることにも気づか
される。映画技術を含むテクノロジーの変革
期であり、アメリカが国力を増していく只中
であり、新旧の価値観が混在する混沌の時代
に相当する世紀転換期の中で、20 世紀アメリ
カ大衆文化のエッセンスがどのようにして
生成していったのか、アメリカ初期映画から
世紀転換期アメリカの姿が浮き上がってく
るのではないか。 
③当研究の最大の特色として、応募者の専門
を活かした、アメリカ研究者による学際研究
への志向があり、従来、映画史の観点からの
み捉えられることが多かった初期アメリカ
映画を通して、映像が記録しえた、世紀転換

期アメリカの姿を浮かび上がらせようとす
る狙いがある。アメリカ研究、映画研究、表
象文化研究、比較文化研究はもとより、映
像・映画の誕生とその発達史をめぐる研究を
通して、ますます映像が多様化する時代に生
きる私たちにとって、メディア・リテラシー
の問題をも含め、映像と共に生きることの意
味をも問い直すことができるのではないか。 
 
３．研究の方法 
世紀転換期のアメリカ文化・社会の文脈か
ら、ドキュメンタリー映像資料を具体的に検
討する。エディソン社の実験映像からグリフ
ィス、フラハティの時代までを広く初期映画
と捉え、それらの表象を同時代アメリカの文
脈から検討する。初期映画をアメリカ文化・
社会の文脈から捉え返すことで、1895 年とい
う「映画の起源」をも相対化する。初期アメ
リカ映画に表出されている様々なイデオロ
ギーを分析することにより、世紀転換期アメ
リカの光景を再構築・再創造する。 
初期アメリカ映画にまつわる「リサーチ
（フィールドワーク含む）／アーカイブ構
築」（Edison Museum やアメリカ議会図書館な
ど）日本および米国での各種学会での研究発
表、パネル・セッションの開催（日本映像学
会、日本映画学会、日本アメリカ学会、表象
文化論学会、Society for Cinema and Media 
Studies Conference など）学術誌への論文投
稿（出版企画立案準備）などを研究期間終了
後も継続する。 
 
４．研究成果 
アメリカ初期映画において「ドキュメンタ
リー」とされるジャンルが、いかにして生成
され、記録映画としての存在からニュース映
像、そして、「リアリティ」を反映・創出す
るジャンルとして確立・発展してきたのかを
単に映画（史）の表象の問題だけではなく、
映像を可能にするテクノロジーの発展、映
画・エンターテイメント産業の興業形態と市
場、そして社会・歴史・国家状況とのダイナ
ミックな交渉の中から生まれてきたジャン
ルとして再吟味する。その起源において、カ
メラの目の前のものを「写し取」り「記録す
る」という 19 世紀的な近代リアリズムを引
き継いだ反映論的映像観を引きずりつつも、
世紀転換期にテクノロジーの発達とともに
登場したドキュメンタリー映画は、異文化に
対する異国情緒（エキゾチズム）やナショナ
リズム、国民国家を形成・強化するイデオロ
ギーとも深く結びついていた。 
本研究課題は、最新のドキュメンタリー表
現研究の動向・理論を検討しながら、こうし
たドキュメンタリー映画に関するジャンル
の諸問題を、アメリカの初期映画・映像表現



に絞り、歴史化することで、アメリカ初期映
画を表象の問題、そしてそれを可能にするテ
クノロジーの発展、そして映画をとりまく産
業形態、そして決して均質ではないオーディ
エンスの存在をも参照しながら、ドキュメン
タリーとされるジャンルがいかにして形
成・発展されてきたのかを再検討する試みで
ある。Edward S. Curtis, In the Land of the 
Head-Hunters (1914) か ら 、 Robert J. 
Flaherty, Nanook of the North (1922)、Moana
（1926）に至る、ドキュメンタリー映画ジャ
ンルの黎明期に位置づけられる作品に対し、
異国情緒やナショナリズムにまつわる初期
アメリカ映画に投影されていたイデオロギ
ーがどのように接続・連関されていったのか
を辿ることを目指した。 
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